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１．はじめに 

 情報科の授業をしていると、生徒の間に急速に SNS

（ソーシャルネットワーキングサービス）の利用が増え

ていることを感じる。リクルート進学総研が行った「高

校生のWeb利用実態」調査によると、高校生のSNS利

用率は77.0%であり、前年比+15.7%であった。 

 この現状を受け今年度の情報科の授業において、

「SNSも含めた情報発信の際の注意点・活用を学ぶ授業」

を企画した。本実践では生徒がより主体的に授業に取り

組ませる工夫として、次の点を工夫した。 

 ①経験交流や話し合いによる学びを取り入れる  

 ②話し合いを活性化するため、KJ法やブレーン  

  ストーミングの手法も取り入れる 

 ③影の部分だけでなく活用まで考えさせる 

 ①については、生徒への挙手による調査で、ブログ・

SNS による情報発信をしている生徒とそうでない生徒

の割合は半々であった。このことから話し合いを行い、

その中で活用している生徒から、そうでない生徒への経

験交流を期待した。  

 ②については、より多くの意見を出させるため、これ

ら社会でもよく使われる手法を教え使うようにした。  

 ③については、情報モラル教育の目標である、「注意す

べき点を知るだけでなく、もう一段階上の賢く使う方法

についても考えさせる」ようにした。  

 

２．授業の実践  

 高校2年生の情報Cの1学期の授業で、3時間を使っ

て実施した。 授業の目標としては「生徒が Web・ブロ

グ・SNSで情報発信する際に注意すべき点を知り、活用

するための力をつける」ようにした。 

 

（１） 知識の整理をする（1時間）  

 インターネット上で個人が情報発信に用いるWeb・ブ

ログ・SNSそれぞれの特徴について、更新の容易さ・双

方向性・公開範囲といった視点で整理する講義を行い、

生徒はその話をワークシートの表にまとめた。 

 SNSについては知らない生徒も半数あったので、主な

SNSの画面構成・参加人数・特徴を筆者の実際のページ

を見せながら説明をした。  

 説明後、アクセス数の多い人気ブログをいくつか紹介

し、誰をターゲットにどんな情報が発信されているかに

ついて各自で分析させた。  

 

（２） 利点と注意点をKJ法で整理する（1時間）  

 自分の経験や聞いた話から、ブログ・SNSなど個人が

情報発信する際の注意する点、便利な点をワークシー

ト・付箋にそれぞれ書かせた。それに加えて、同様の内

容を Web でも調べさせ、ワークシート・付箋に記入さ

せた。 

 この準備のあと、座席で指定した4人ずつのグループ

で、注意する点・便利な点ごとに、画用紙に付箋を貼り

つけ、似た内容をグルーピングするKJ法の手法で項目

を整理させた。  

 

    図１ 発表風景と生徒がまとめた用紙 

 

 整理した画用紙をもとに各グループ1分程度で全員の

前で発表させ、自分のグループ以外の発表について、ワ

ークシートにメモさせるようにした。 

 すべての発表終了後、生徒があげた項目のスライドを

用い、授業者が解説・補足説明を行った。 

 
 図２ 生徒が発表した項目のまとめ（解説で使用） 

 

（３）活用を考える（1時間）  

 情報発信する際の注意点・便利な点を整理した上で、

活用について考えさせた。具体的には「学校が公式ブロ

グ・SNSページを作った場合、どのような情報を発信す

ればいいか」というテーマで、情報を発信するターゲッ

ト・それに合わせた情報の内容について4人グループで

話し合わせた。  

 ここでは数多くの活用のアイデアを出すために、ブレ

ーンストーミングの手法をつかった。意見を否定せずた



くさんの意見をだすというブレーンストーミングのルー

ルを最初に説明し、アイデアを考えさせた。 

 考えたアイデアは付箋に記入させ、その付箋をもとに、

最終的にはKJ法を使って整理させた。 

 このまとめた意見も各グループ 1 分程度で発表させ、

全員で共有した。  

 

 図３ まとめの用紙と個別のワークシート 

 

３．考察  

 今回の話し合う情報モラルの授業について、生徒は何

を学びどう感じたのだろうか。最後に書かせた生徒の感

想から振り替えってみた。 

 

①注意事項の調べ方がわかった 

 話し合う前にインターネットで注意事項について調べ

させたことで、現在利用している生徒も新しい発見があ

った。インターネット上のコミュニケーションは次々と

新しものが現れる。知識を教えるだけでなく、調べ方を

教えておくことは、将来新しいツールが現れても対応で

きる生徒を育てることにつながる。  

 

②具体的で新しい注意事項がわかった 

 生徒の発表からは、スマートフォンで撮影した写真に

位置情報が残ること、SNSのプライバシー設定の方法な

ど、具体的で新しい注意事項・利用方法が出た。 

 講義形式で行っていた従来の自分の授業では、こうい

った細かな注意事項まで説明できなかったが、生徒の発

表に解説を加える形式としたことで、より多くのことを

教えることができた。 

 

③マイナス面・プラス面のバランスが良かった  

 活用している生徒からプラス面について多くの意見が

出され、マイナス面に偏らないバランスの良い授業とな

った。生徒の感想にも「使い方を間違えなければいいも

のになる」、「守らなければいけないマナーもあるが、コ

ミュニケーションが広がる」といったバランスのよい感

想が多くみられた。  

 

④受け身ではなく主体的に授業に取り組めた  

 生徒たちは積極的に、意見を出したり、調べたり、話

し合っていた。生徒の感想にも「友達の意見が参考にな

った」、「KJ 法は楽しかった」、「たくさんアイデアが出

てくるのが面白い」といったものが多くみられた。  

 

４．まとめ  

 従来から生徒が興味を持つ情報モラルの授業をめざし

て工夫してきた。今回実践した「話し合う情報モラルの

授業」の効果をまとめると、次の4点になる。 

 

 ①「準備→話し合い→発表→教師の解説」の各段階で  

  生徒の学びがあった 

 ②KJ法・ブレーンストーミングといった話し合いの 

  方法を使ったことで、全員が話し合いに参加でき、 

  活発な意見交換を行うことができた 

 ③注意点だけでなく、利点を知ったことで、積極的な 

  活用を考えることができ、活用を考えることで発信 

  者側のねらいも考えることができた 

 ④生徒が主体的に取り組んだことで、自分のブログを 

  見直すなど、次の行動につながった。 

 

 今回の実践では、生徒が活発に話し合いを行い、意見・

アイデアを出し合う姿が印象的だった。 

 情報モラルの授業はともすれば、一方的でお説教的な

講義になってしまいがちであり、、私自身も授業中どんど

ん生徒の顔が下がっていく授業を経験してきた。 

 その反省をふまえ、今後も教え方の工夫を重ね、より

効果的な情報モラルの授業を開発していきたい。 

 なお本実践も含め、今まで実践した授業のプリント・

スライドは以下のWebで公開している。 

「情報科の授業アイデア」 http://www.okamon.jp 
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